
日本建築学会 シンポジウム 

「東日本大震災 10 周年を機に頻発する複合災害を考える」 

2021 年 3 月、東日本大震災の発災から 10 周年の節目を迎える。近年は、地震に加えて台風や洪水の被害

も激甚化しており、日本建築学会には震災復興への貢献のみならず、人口減少・高齢化を反映した防災・減

災、時間軸を考慮した地域の建築・まちづくりのあり方に関する取り組みも求められている。 

そこでこの機を捉え、頻発する複合災害を考えるシンポジウムを企画した。シンポジウムに向けては一年

前から 5つのテーマを設定し、調査研究委員会から参加を募って WGを構成し、議論を積み重ねてきた。 

シンポジウムは二部構成とする。第一部（午前）では、各 WG の個別テーマにより、一年間議論を積み重

ねた成果を踏まえてワークショップを開催する。第二部（午後）では、まず基調講演として歴代会長から任

期中の災害対応と今後の展望について報告いただく。続くパネルディスカッションでは、今後のわが国の建

築・まちづくりのあるべき姿を議論したうえで、意見表明を行う予定である。 

各調査研究委員会の領域を超えた、建築学総体からの知見が期待される。 

 

＜主 催＞ 日本建築学会（東日本大震災 10周年シンポジウム実行委員会） 

＜後 援（予定）＞ 日本建築士事務所協会連合会、日本建設業連合会、日本建築家協会、日本建築士会連

合会、日本建築構造技術者協会、日本コンクリート工学会、土木学会、日本建築防災

協会、日本建築構造設計事務所協会連合会、建築保全センター、空気調和・衛生工学

会、建築設備技術者協会、こども環境学会、地盤工学会、地理情報システム学会、日

本機械学会、日本鋼構造協会、日本地震学会、日本地震工学会、日本造園学会、日本

都市計画家協会、日本都市計画学会、日本免震構造協会、農村計画学会、日本災害復

興学会、日本活断層学会、日本自然災害学会（順不同） 

＜日 時＞ 2021年 3月 6日（土）10:00～18:00 

＜会 場＞ ZOOMによるオンライン開催 

 

＜プログラム＞ 

 第一部：5つの WGによるワークショップ（10:00-12:00） 

 （WG１）人口減少・高齢化に対応し災害につよい建築・まちづくりをどのように進めるか 

参加委員会：建築社会システム委員会（幹事）／環境工学委員会／建築法制委員会／建築教育委員会／ 

都市計画委員会／建築計画委員会／農村計画委員会／海洋建築委員会／ 

情報システム技術委員会／災害委員会／地球環境委員会 

 

      （WG２）災害につよいレジリエントな建築・まちづくりを科学技術的アプローチからどのように進めるか 

参加委員会：構造委員会（幹事）／材料施工委員会／建築歴史・意匠委員会／防火委員会／環境工学委員会／ 

都市計画委員会／建築計画委員会／海洋建築委員会／災害委員会 

 

      （WG３）災害を意識してエネルギー消費と健康に配慮した建築・まちづくりをどのように進めるか 
参加委員会：環境工学委員会（幹事）／建築社会システム委員会／建築計画委員会／地球環境委員会 

 

当日の参加用 URL、資料、5つの WG によるワークショップのプログラム等はこちらをご覧ください。 

http://www.aij.or.jp/jpn/symposium/2019/part311.pdf 

 

 

http://www.aij.or.jp/jpn/symposium/2019/part311.pdf


 

      （WG４）原発事故による長期的な放射能汚染被害地域での建築・まち・むらづくりをどのように進めるか 

参加委員会：地球環境委員会（幹事）／建築計画委員会／農村計画委員会 

 

      （WG５）災害の記憶を継承するまちづくりをどのように進めるか 

参加委員会：建築歴史・意匠委員会（幹事）／都市計画委員会／建築計画委員会 

 

      第二部：シンポジウム（13:00-18:00） 

  （1）会長挨拶  竹脇  出（会長、京都大学教授） 

  （2）趣旨説明  後藤 春彦（副会長、早稲田大学教授） 

（3）基調講演：歴代会長から「学会の災害対応、復旧・復興と今後の展望」 

          司会：市之瀬敏勝（副会長、名城大学教授） 

               佐藤  滋（第 51代会長、早稲田大学名誉教授） 

               和田  章（第 52代会長、東京工業大学名誉教授） 

               吉野  博（第 53代会長、東北大学名誉教授） 

               中島 正愛（第 54代会長、京都大学名誉教授） 

               古谷 誠章（第 55代会長、早稲田大学教授） 

               竹脇  出（第 56代会長、京都大学教授） 

 

      （4）5WGからの報告「災害から何を学び、災害の経験を今後どう生かすか」 

          司会：伊香賀俊治（副会長、慶應義塾大学教授） 

               野城 智也（WG1幹事、東京大学教授） 

                           久田 嘉章（WG2幹事、工学院大学教授） 

               秋元 孝之（WG3幹事、芝浦工業大学教授） 

               糸長 浩司（WG4幹事、日本大学特任教授） 

                          西澤 泰彦（WG5幹事、名古屋大学教授） 

 

           （5）討論    司会：伊香賀俊治（前掲） 

                           竹脇  出（前掲）／後藤 春彦（前掲）／市之瀬敏勝（前掲）／ 

                           竹内  徹（前副会長、東京工業大学教授）／ 

                             野城 智也（前掲）／久田 嘉章（前掲）／秋元 孝之（前掲）／ 

                            糸長 浩司（前掲）／西澤 泰彦（前掲） 

 

           （6）まとめ   竹内  徹（前掲） 

 

＜参加費＞ 無料 

＜資 料＞ 当日資料は、開催数日前に Webサイトにアップします。また、シンポジウム終了後、正式な報

告書を作成する予定です。 

＜参加方法＞下記サイトよりお申し込みください。第一部（5つのワークショップ、10:00-12:00）および第

二部（シンポジウム、13:00-18:00）の一括で申込みを受け付けます。開催数日前に、第一部

および第二部それぞれの参加用 URLをお送りしますので、自由にご参加ください。当日資料の

ダウンロード用 URLもその際にお送りいたします。 

https://www.aij.or.jp/event/detail.html?productId=637602 

 

＜問合せ＞ 日本建築学会事務局 小野寺・榎本 

      TEL03-35456-2051 onodera@aij.or.jp enomoto@aij.or.jp 

https://www.aij.or.jp/event/detail.html?productId=637602
mailto:onodera@aij.or.jp
mailto:enomoto@aij.or.jp

